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埼玉学園大学大学院経営学研究科経営学事攻の設置に係る要望書

学校法人峯徳学園におきましては、平成 22年 4月 に、埼玉学園大学大学院

経営学研究科経営学専攻を開設する計画を進めているところであります。

峯徳学園は、昭和47年 、本県川田市に川口幼稚園、同51年 に東川□幼稚

園、同62年 に川田短期大学を設立いたしました。そして、平成 13年 には 「自

立と共生」を教育理念として埼玉学園大学を設立し、これまで地域に根ざした

教育を実践して多くの優れた人材を社会に送り出しており、県といたしまして

も高く評価しているところであります。

このたびの埼玉学園大学大学院経営学研究科経営学専攻の設置計画は、埼玉

学園大学経営学部の上に大学院を設置し、地域と
一体となった教育を行うもの

であり、有為な人材の育成と本県の学術 ・文化の振興に大いに貢献するものと

聞いております。

埼玉学園大学大学院経営学研究科経営学専攻での教育は、学生が学問と実務

の経験を生かし、自ら課題を提起し解決する、人間性豊かな自立創造型人材の

育成を目指すものと聞いており、誠に時宜を得たものと思われます。

私も埼玉学園大学大学院経営学研究科経営学専攻で学んだ有為な人材が、本

県はもちろん、日本、そして世界で活躍することを大いに期待しております。

つきましては、学校法人峯徳学園から貴職あてに埼玉学園大学大学院経営学

研究科経営学専攻設置の認可申請がなされました際には、上記の事情を御賢察

の上、特段の御配慮を賜りますようお願い申し上げます。

平成 21年 5月 20日

文部科学大臣 塩 谷 立  様

埼玉県知事 上 田 清



子茂 21年 4月 23 El

孝枝法人各穐孝園

理事長 各 岸 整  残

ブモ1 口 市 長 同村

埼二学園大学大学院の技重に関わる晏望言

貴孝枚法人におかれましては、宅～ 47年 に'11口幼稚園、51年 にえ'11口幼稚園、62年 デ11

口短期人孝 (ビジネス実務科、こども学科)、そして千嵐 13年 埼玉学国人幸 (人関学部人

7gB夫イを学科、子ども発主学科、各を学部各音幸科、会計学科)を 設三し、デ11口市氏のため

の幼児教育、島客教育を重じての地域経済、芝芸企吉径音、生活夫化の発えと兵の豊かさ

に貢献する有為なる人材を拿生していただいております。

さて、世界は、IT脩 義技術)隼 新と経済 ・缶音活動のダローバルイものたえな整晨の下

で、アメリカをヤミとする会融 ・サービス主率の経済システムが進行し、2008年 9月 15

日のリーマンブラず―ズの各普及縫を契機に、世界的な金融危機が、実体各済を停滞に陥

れています。このrgR、日本歪済は、グローパリゼーションの上晨と円島による地域経済の

空洞化から、地或の経済 ・歪音は皮しい不えのまっただなかにあります。今後は、地域の

ヤ小企芸をヤ点に治力を生かしえ鶏的な各音手法にもとづく岳付か価値型と普として渚性

化を図り、さらにはアジアヘの整基もはかることで、新しい永未を協り関くことが典晏に

なっています。こうした各音環境の敦究するヤで、考二学目大学におかれましては、是幸

大学院研え科を執量され、こうした謀真を二脅から取 り上げ、ブ11口市の経済 ・各音の活性

イとのために、ご尽力いただきたいと願っております。安大学院所え科が、幸爾と実務の台こ

力を表ね備え、白らで柔処を提処し、解決する、人rgR性豊かな白主倉J圭型人材を有武し、

ここ夕llロヤから、日本、アジア、そしてせ界の経済の発晨に責款することを折念女してお

ります。

埼ユ学国人幸は、人口50万人絵を抱 えるrll口すにあってを一の島等教育機関

であり、技術 レベルの岳いと芸の隼積 している地域に立地 しており、人材の確

保のために大学院の技三に対する比或の期待は島いものがあると関き及んで

おります。比えデil口すに有急な人材を手期に奉嵐いただくため、走幸とも大学院を投

三 されます ことを妥望ヤし上げます。



鋳墨学園大学大学蟻寵曽学覇究馨設麗母こ関するアツケー禁

く企業置団体》

1.本研究科は、経営、会計、金融及び税務の領域に関する専門性の高い人材の

育成を目標とし、大学で培つてきたアカデミズムと実社会の現実的な課題や

高度な技能の融合した教育研究を目指しております。このため、産業界、官

界から優れた指導者を講師障として多数招準する予定です。

こうした大学院の構想について、ご意見をお聞かせください。(該当する

項目をOで 囲んでください)。

① 強く関心がある ② 関心がある ③ 特に関心はない ④ 全く関心がない

2.別 紙資料 6に掲げる授業科目について、ご意見をお聞かせください。

(1)特 に関心のある授業科目 (3科 目)

(2)別 紙資料 6に 掲げる授業科目の他に開設して欲しい科目

3.貴 社及び貴団体の職員が本研究科に入学することをどのように考えますか。

(1)① 是非勧めたい ② 望ましいことである ③ どちらとも言えない

④ 認められない

(2)(1)で ①及び②と回答した方にお伺いいたします。

本研究科で学ぶ職員にどのようなことを期待しますか。(該当する項目を○

で囲んでください。複数回容可)。

① 会社において指導的な役割を果たす経営能力

② 海外進出や海外との取引に際して役に立つ国際感覚と能力

③ 職場で必要な金融 ・経営 ・会計 ・税務分野での高度な専F弓能力

④ その他 (具体的な要望があればお応えください)

4.本 研究科の修了生を採用したいと考えますか。

① 是非採用したい ②採用したい ③どちらとも言えない ④ 考えていない

ご協力あ りがとうございました。下欄をご記入ください。

]企業 。団体名 [

]役 職名 [ご芳名 [
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